
持
続
可
能
な
業
界
構
築

東
京
都
中
小
建
設
業
協
会
会
長

渡
辺
　

健
司

課
題
解
決
へ
向
け
一
丸

担
い
手
確
保
・
地
位
向
上
注
力

東
京
都
中
小
建
設
業
協
会
が
通
常
総
会

渡辺新体制　５本柱重点に

公
共
事
業
関
係
費


・
９
％
増
７
・
７
兆
円

国
交
省
概
算
要
求

主
要
記
事

カスハラ対応で手引き　　　（２面）

まちの建設会社の魅力　　　（２面）

都独自の歩掛り策定を　　　（４面）

都中建からのお知らせ

会員の皆様ぜひご活用ください

具体的取組み提示

団
体
と
工
科
高
校

人
材
育
成
で
連
携
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東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
５
月

日

東
京
都
新
宿

区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

第

回
通
常
総
会
・
理
事
会

を
開
き

令
和
８
年
度
の
事

業
計
画
︵
案
︶
や
収
支
予
算

︵
案
︶
な
ど
を
承
認
し
た


任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は

新
会
長
に
渡
辺
健
司

副
会
長
︵
渡
辺
建
設
代
表
取

締
役
︶
を
選
任
し
た


　
渡
辺
新
会
長
は
﹁
中
東
情

勢
の
状
況
に
よ

て
は
資
金

繰
り
に
影
響
が
出
て
く
る
可

能
性
も
あ
る

価
格
転
嫁
や

余
裕
あ
る
工
期
設
定
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
し
た
う
え
で

﹁
働

き
方
改
革
の
取
り
組
み
も
ま

だ
道
半
ば
﹂
と
の
認
識
を
示

し

﹁
新
た
な
役
員
と
と
も

に
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が

ら
運
営
し
て
い
き
た
い
﹂
と

抱
負
を
述
べ
た


　
令
和
８
年
度
事
業
計
画
の

重
点
事
項
に
は

▽
会
員
企

業
の
経
営
安
定
と
社
会
基
盤

の
整
備
を
両
立
す
る
行
政
へ

の
提
言
・
要
望
▽
地
域
の
守

り
手
と
し
て
の
災
害
対
応
力

の
強
化
▽
担
い
手
の
確
保
・

育
成
・
定
着
▽
中
小
建
設
業

の
地
位
向
上
の
た
め
の
広
報

活
動
▽
会
員
企
業
の
連
携
強

化
│
│
を
５
本
柱
と
し
て
位

置
づ
け
た


　
都
や
国
へ
の
予
算
要
望
活

動

働
き
方
改
革
・
生
産
性

向
上
に
関
す
る
都
関
係
部
局

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
実
施

す
る
ほ
か

専
門
学
校
と
連

携
し
た
合
同
企
業
説
明
会
や

イ
ン
タ

ン
シ

プ
に
も
取

り
組
む


　
役
員
改
選
で
は
新
副
会
長

と
し
て
岩
浪
岳
史
氏
︵
岩
浪

建
設
代
表
取
締
役
︶

河
津

修
平
氏
︵
河
津
建
設
代
表
取

締
役
︶

板
谷
健
氏
︵
新
日

本
工
業
代
表
取
締
役
︶
の
３

人
を
選
出
し
た
そ
の
結
果


副
会
長
は

前
体
制
で
も
副

会
長
を
務
め
て
い
た
鳥
越
雅

人
氏

細
沼
順
人
氏

伊
藤

武
司
氏

朝
倉
泰
成
氏
を
加

え
た
７
人
体
制
で
ス
タ

ト

し
た


　
２
期
４
年
に
わ
た
り
都
中

建
を
率
い
て
き
た
渡
邊
裕
之

前
会
長
は

﹁
中
小
建
設
業

者
は
地
域
社
会
の
安
全
・
安

心
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担

て
い
る

責
任
と
誇
り

を
胸
に

引
き
続
き
技
術
力

の
向
上
と
信
頼
の
確
保
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂
と

強
調
し

会
員
企
業
と
一
丸

と
な

た
活
動
の
さ
ら
な
る

推
進
を
呼
び
掛
け
た


　
総
会
後
に
は
令
和
８
年
度

都
中
建
会
長
表
彰
式
が
開
か

れ

役
員
功
労
表
彰
３
人


役
員
功
労
感
謝
状
１
人

事

業
功
労
感
謝
状
２
人

永
年

勤
続
表
彰

人
を
た
た
え

た


　
国
土
交
通
省
は
８
月


日

２
０
２
７
︵
令
和
９
︶

年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
発

表
し
た

一
般
会
計
は

年

度
当
初
予
算
比

・
３
％
増

の
８
兆
７
６
９
４
億
円

う

ち
公
共
事
業
関
係
費
は

・

９
％
増
の
７
兆
６
７
６
０
億

円
を
要
求
し
た

概
算
要
求

の
ル

ル
が
大
き
く
変
わ


た
こ
と
が
増
加
の
主
な
要

因

第
１
次
国
土
強
靭
化
実

施
中
期
計
画
の
必
要
経
費

は

予
算
編
成
過
程
で
検
討

す
る
事
項
要
求
と
し
た

イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
は
１

兆
１
５
９
１
億
円
を
計
上


上
下
水
道
管
路
の
更
新
や
老

朽
化
対
策
な
ど
戦
略
的
な
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
進

め
る


　
皆
さ
ま
に
は

日
頃
よ
り

当
会
の
事
業
運
営
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り


心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す


　
さ
て

去
る
５
月
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
第

回
通
常

総
会
に
お
き
ま
し
て

会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
渡
辺

で
ご
ざ
い
ま
す

大
役
を
お

引
き
受
け
す
る
に
あ
た
り


そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
と
同

時
に

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け

て
来
ら
れ
た
会
員
の
皆
様
と

と
も
に
歩
ん
で
い
け
る
こ
と

を

大
変
心
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す


　
渡
邊
前
会
長
の
体
制
に
お

い
て

会
員
企
業
へ
の
情
報

提
供
や
関
係
機
関
へ
の
要
望

活
動
と
い

た
働
き
方
改
革

関
連
法
へ
の
対
応
を
継
続
す

る
と
と
も
に

東
京
都
を
は

じ
め
関
係
行
政
機
関
と
の
意

見
交
換

防
災
体
制
の
充
実

・
強
化

人
材
確
保
・
育
成

・
定
着
に
向
け
た
各
種
事
業


会
員
交
流
事
業
や
支
部
活
動

の
活
性
化
な
ど

協
会
の
組

織
力
向
上
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た


一
方
で

建
設
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
く

資
材
価
格
高
騰
や
労

務
費
の
上
昇

慢
性
的
な
人

手
不
足

担
い
手
の
高
齢
化

に
加
え

適
正
な
工
期
・
請

負
価
格
の
確
保

生
産
性
向

上
へ
の
対
応
な
ど

多
く
の

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す

さ
ら
に

激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備

え
や

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
な
ど

建
設

業
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な

て
い
ま

す


　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え

令
和
８
年
度
も
﹁
行
政

へ
の
提
言
・
要
望
﹂
﹁
担
い

手
の
確
保
・
育
成
・
定
着
﹂

﹁
防
災
対
策
﹂﹁
広
報
活
動
﹂

﹁
会
員
の
増
強
﹂
を
重
点
事

項
と
し
て

会
員
企
業
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
十
分
に
伺

い
な
が
ら

よ
り
実
効
性
の

高
い
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す


　
ま
た

会
員
相
互
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
る
た
め

支

部
活
動
の
一
層
の
充
実
や
会

員
交
流
事
業
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に

次
世
代

を
担
う
人
材
の
育
成
や
建
設

業
の
魅
力
発
信
に
も
力
を
注

ぎ

将
来
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
業
界
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す


　
都
中
建
は

こ
れ
か
ら
も

﹁
地
域
の
守
り
手
﹂
と
し
て

の
使
命
を
果
た
し

安
全
・

安
心
な
社
会
基
盤
の
維
持
・

発
展
に
貢
献
す
る
と
と
も

に

会
員
企
業
の
発
展
と
建

設
業
界
の
さ
ら
な
る
振
興
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す


　
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は

引
き
続
き
当
会

の
活
動
に
対
し

よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す


都
中
建
Ｈ
Ｐ

２
次
元
コ

ド

　東京都中小建設業協会は、▽証明書発行▽人
材確保・育成▽情報提供▽その他――など、役
立つ活動を行っています。会員には、東京都と
の災害協定締結証明書や、特定技能外国人受入
に係る証明書発行のほか、都中建ホームページ
に採用状況を提供できます。

　
東
京
都
は
５
月

日

東

京
都
中
小
建
設
業
協
会
も
参

加
す
る
﹁
都
立
工
科
高
校
と

産
業
団
体
と
の
連
携
推
進
協

議
会
﹂
第
２
回
会
合
で

工

科
高
校
と
産
業
団
体
が
連
携

す
る
﹁
業
界
全
体
と
工
科
高

校
の
イ
メ

ジ
ア

プ
﹂
と

﹁
団
体
と
工
科
高
校
が
連
携

し
た
人
材
育
成
﹂
と
い
う
２

つ
の
具
体
的
取
り
組
み
案
を

提
示
し
た
‖
写
真


　
人
材
育
成
の
連
携
で
は
業

界
団
体
が
第
一
線
の
現
場
人

材
に
よ
る
授
業
・
講
座
実
施

の
ほ
か

建
設
現
場
に
出
向

い
て
実
際
の
仕
事
を
体
験
で

き
る
機
会
を
確
保
す
る

学

校
カ
リ
キ

ラ
ム
へ
の
技
術

者
・
技
能
者
の
派
遣
や
Ｐ
Ｒ

と
い

た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
方
針

今
後

は
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し

第
３
回
協
議
会
で
施
策

の
効
果
を
検
証
す
る

協
議

会
は
今
年
３
月
に
発
足

初

会
合
で
は

魅
力
向
上
と
人

材
育
成
の
両
面
で
連
携
し
て

い
く
方
向
性
を
確
認
し
て
い

た




新
入
会
員
紹
介

令和８年度　都中建委員会等報告

﹁
カ
ス
ハ
ラ
﹂対
応
で
統
一
手
引
き

組
織
の
対
応
方
針
を
明
確
に

都中建

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
支
援

３
社
が
事
例
を
発
表

法
定
福
利
費﹁
算
出
﹂明
示

労
務
費
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
で
東京都

想
い
を
カ
タ
チ
に

㈱
フ


ル
ド
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ

ン

代
表
取
締
役氏

家
　
啓
貴

社
会
の
発
展
に
貢
献

㈱
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

代
表
取
締
役佐

野
　
勝
彦

技
術
磨
き
社
会
に
貢
献

小
櫛
探
鉱
鑿
泉
㈱

代
表
取
締
役小

櫛
　
邦
敬

人材確保の向上目的に人材確保の向上目的に人材確保の向上目的に

新・合同企業
説明会

ま
ち
の
建
設
会
社
の
魅
力

分
か
り
や
す
く

Ｐ
Ｒ
・
説
明

若者に刺さる
業界が出展
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▽
社
名
　
①
所
在
地
　
②
創
業
年
数
　
③
得
意
分
野

④
入
会
目
的
　
⑤
代
表
者
ひ
と
こ
と

　
﹁
年
齢
不
問
﹂
﹁
履
歴
書

不
要
﹂
﹁
服
装
自
由
﹂

東

京
都
中
小
建
設
業
協
会
が

﹃
建
設
﹄
の
代
表
と
し
て
参

加
し
た

﹁
新
・
合
同
企
業

説
明
会
﹂
︵
主
催
・
東
京
し

ご
と
財
団
︶
が
１
月

日



日


日
の
３
日
間

全


業
界
約
１
０
０
社
が
集
結

し
開
か
れ
た

会
員
企
業
か

ら

社
が
出
展

３
日
間
の

来
場
者
数
は
計
５
９
７

参

加
者
の
年
齢
別
構
成
は

歳

か
ら

歳
ま
で
の
２
階
層
で


・
２
％
と
最
多

ま
た


歳
以
上
も

％
と
１
割
を
占

め
る
な
ど
幅
広
い
年
代
層

で

気
軽
な
合
同
企
業
説
明

会
へ
の
関
心
の
高
さ
を
見
せ

つ
け
た


　
今
回
説
明
会
は

話
の
き


か
け
と
な
る
﹁
素
朴
な
疑

問
リ
ス
ト
﹂
の
用
意
や

後

日
企
業
訪
問
が
で
き
る
﹁
イ

ン
ビ
テ

シ

ン
カ

ド
制

度
﹂
な
ど
が
特
長
だ

た


　
近
年

建
設
現
場
や
各
種

対
応
に
お
け
る
不
当
要
求
等

の
カ
ス
タ
マ

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
増
加
し

深
刻
な
課
題

と
な

て
い
ま
す

本
年


月
か
ら
の
改
正
法
に
よ
る
企

業
の
対
策
義
務
化
や
東
京
都

条
例
を
踏
ま
え

当
協
会
で

は
近
隣
対
応
等
に
お
け
る
組

織
的
対
処
の
た
め
の
統
一
マ

ニ

ア
ル
を
策
定
い
た
し
ま

し
た


　
就
業
者
の
尊
厳
を
守
り


企
業
が
安
全
配
慮
義
務
を
果

た
す
た
め

各
企
業
に
お
け

る
社
内
体
制
の
構
築
を
促
進

す
る
と
と
も
に

過
度
・
不

当
な
要
求
に
対
し
て
は
個
人
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□地場業者の受注機会の確保
　〈総合評価方式における工事実績〉
　総合評価方式における技術点の評価項目
である「企業の実績点」の対象となる工事実
績の有効期間が短く、かつ過去の工事成績
評価点の対象が都発注工事のみであるた
め、昨今ＢＣ等級の中小企業の多くは、応札
・受注機会を大きく減らしています。さら
には、実績点以外の技術点での加点が少な
いことから、工事成績評価点で高得点を取
れない企業は受注が困難になっています。
　つきましては、こういった企業の受注機
会を確保すべく、国や他の自治体での工事
実績を評価対象に加えていただくことを要
望します。
　【回答・総合評価方式における工事実績】
　総合評価方式は、価格と価格以外の技術
的な要素を総合的に評価して落札者を決定
する仕組みで、品質の確保などの効果が見
込まれるもの。こうした品質の確保を図る
ため、技術点について東京都では技術者の
資格や過去の都の工事成績評定の実績など
により、企業の技術力を評価している。
　評価の対象となる工事成績については、
発注主体ごとの成績制度の有無や運用方法
の違いなどがあるため、評価の客観性担保
等検討すべき課題があると考えている。
　〈総合評価方式における地域性の評価〉
　総合評価方式における技術点の評価項目
である「地域における実績」は地域性を評
価する指標ですが、現行の評価体系では
「企業の信頼性・社会性」のうち、選択対
象の評価項目から２または３個までしか選
択することができないため、地域性が十分
に評価へ反映されにくくなっています。
　地域建設業者は、都民生活に密着した社
会資本の維持管理や災害時対応など、地域
特性を踏まえた重要な役割を担っていま
す。こうした役割を正当に評価するために
も、「地域における実績」を独立した評価
項目とするなど、地域性の評価方法につい
ての見直しを要望します。
　【回答・総合評価方式における地域性の
評価】
　総合評価方式における技術点について
は、技術者の資格や過去の成績評定の実績
など企業の技術力に加え、災害協定の締結
の実績など企業の社会性、信頼性について
も評価項目として設定しています。
　昨年度もそのようなお話をいただいたの
で、技術実績評価型の企業信頼性・社会性
の評価項目について確認したところ、ほと
んどの案件で地域における実績を評価項目
とされているとともに、災害協定の締結が
多くの案件で選択されていました。
　今後とも総合評価方式の本来の趣旨であ
る品質確保が損なわれることがないよう、
価格と技術点とのバランスに配慮しなが
ら、制度を適切に運用していきます。
　〈発注標準金額の見直しおよび事務所発
注案件の拡大〉
　昨今の物価高騰を受け、工事金額も上昇
していることから、建築工事では発注標準
金額Ａ等級の案件が増加しています。Ａ等
級案件の中には、Ｂ等級案件に相当する規
模の工事も見受けられ、Ｂ等級企業の受注
機会が減少しています。発注標準金額と企
業の格付が見合うよう、建築工事の発注標

準金額の見直しを要望いたします。
　同様の趣旨から、土木工事においては、
各建設局事務所発注となる発注金額の引き
上げを要望いたします。
　【回答・発注標準金額の見直しおよび事
務所発注案件の拡大】
　都では、品質確保と同規模の企業間での
公平な競争を目的として、事業者の規模や
能力に応じた等級格付けを実施するととも
に、各等級に対応した価格帯を発注標準金
額として設定しています。また、この発注
標準金額を基準として、各局へ契約事務を
委任する金額等を定めています。
　入札状況を確認したところ、昨今の物価
高騰などの影響を受け、Ａ等級やＢ等級な
どの発注の割合が増加傾向にあります。こ
うした状況を踏まえて、発注標準金額につ
いては有識者の意見も聞きながら、現在検
討を行っています。

　〈書類の削減・簡素化〉
　令和７年７月に作成していただいた「土
木工事検査マニュアル」に基づいて検査を
実施することで、検査書類の多大なる簡素
化が図られると認識しています。
　しかしながら現状、都職員への周知が十
分とはいえず、従来通りの検査が行われて
いる工事も多く見受けられますので、引き
続き周知徹底を図っていただくようお願い
します。
　また、工事写真の記録方法を含め、さら
なる書類の削減・簡素化の余地があると考
えていますので、引き続き検討をお願いし
ます。
　【回答・書類の削減・簡素化】
　土木工事検査マニュアルについては、全
庁的な会議体などさまざまな場を活用し、
周知に努めています。今後も引き続き周知
に努めていきます。
　また、書類の削減・簡素化については、
品質確保の観点を踏まえ、関係部署と情報
共有しながら検討を進めます。
　〈週休２日制工事の補正係数〉
　東京都の週休２日制工事における労務単
価の補正係数は、国土交通省に準じて１・
となっています。しかしながら、多くの
技能労働者の給与体系は依然として日給月
給制であり、これまでの６日間労働と同様
の賃金を支払うには補正係数は１・２以上
が必要です。
　働き方改革の推進、ならびに適正な労務
費の行き渡りのために、労務単価の補正係
数引き上げは不可欠です。加えて、東京都
は他の自治体に比べ物価水準が著しく高い
ことから、全国一律の設定ではなく東京都
独自の設定が必要と考えますので、検討を
お願いします。
　【回答・週休２日制工事の補正係数】
　財務局では、令和６年度から原則として
全ての工事を週休２日として実施していま
す。その労務費補正については、国に準じ
て設定しています。今後も国の動向を踏ま
え、適切に実施します。
　〈１級施工管理技士補の活用〉
　技術者検定制度の改正により創設された
１級施工管理技士補は中小建設会社の人手
不足解消に大きく資するものと期待してい
ます。しかしながら、現状の東京都発注工
事においては、活用が十分に進んでいませ

ん。
　つきましては、本制度の普及と施工体制
の効率化を図るため、「東京都工事施行適
正化推進要綱」に基づく専任特例２号を適
用する工事の拡充を要望します。
　【回答・１級施工管理技士補の活用】
　都では、工事現場の適正な施工体制の確
保を図るため、国の監理技術者制度運用マ
ニュアル等に基づき、『東京都工事施行適
正化推進要綱及び同解説』を定めています。
　専任特例２号における金額等の適用要件
については、すでに要綱の解説の中で国に
準じて設定していますが、引き続き国の動
向を注視しつつ、適切に対応していきたい
と考えています。
　〈東京都独自の歩掛り作成〉
　先般、国土交通省より、自治体に対し
「実態に即した独自の歩掛り設定を促す方
針」が示されました。この方針を踏まえ、
工事現場までの移動時間や道路使用許可時
間の制限など、東京都特有の工事環境があ
ることをいま一度、認識し、東京都独自の
歩掛りを策定することを要望します。
　また、改正建設業法に基づく標準労務費
の導入により、現行の歩掛りでは、元請企
業が適切な利益確保ができない状況がさら
に加速することが懸念されます。
　現在の積算においては、主に以下の４項
目について実態との乖離が見られ、工期・
経費の両面で受注者側に過大な負担が生じ
ています。こうした状況のもとでは、真の
働き方改革の実現は困難であり、建設現場
での１日の労働が法定労働時間内（８時間）
で完結することを前提とした積算体系への
見直しをお願いします。
　・作業可能時間との乖離（移動時間、前

後準備等の考慮不足）
　・専門工事会社の労働時間短縮の実態反

映不足
　・作業代価設定の不整合
　・道路使用許可における時間
　・規制距離制限の影響
　【回答・東京都独自の歩掛り作成】
　標準歩掛りについては、国に準じて定め
ています。
　国において移動時間を踏まえた歩掛りの
改定等、見直しが行われていることから、
今後とも国の動向を注視するとともに、引
き続き、可能な限り実勢を反映した適正な
予定価格の設定に努めます。
　〈公共工事の前払金における支払限度額
の廃止〉
　公共工事の前払金について、東京都では
中小企業における経営の安定に寄与するこ
とを目的に、４割支払う工事の対象ライン
を億円へ引き上げられましたが、億円
以上の工事では限度額が設定されておりま
す。
　昨今の金利上昇を受け、中小企業におけ
る資金繰りがひっ迫しているとともに、令
和８年の約束手形廃止に向け、中小建設会
社では資金需要が一層高まっておりますの
で、限度額の廃止を要望します。
　なお一部の市区町村ではすでに限度額を
撤廃している自治体もあり、東京都が限度
額を撤廃することで、市区町村での一律
％の前払金支出促進にもつながると考えま
すので、積極的な検討をお願いします。
　【回答・公共工事の前払金における支払
限度額の廃止】
　国の前払金制度は、各年度の出来高予定
額に支払率を乗じた金額を年度ごとに分割
して支払っているのに対し、都の前払金制
度は中小企業の資金需要に応えるため、契
約金額の４割を契約初年度に一括して支払
うこととしています。
　都では、昨今の資材価格の高騰などの状
況を踏まえ、令和６年７月、契約金額の４
割を支払う工事の対象ラインを９億円から
億円まで引き上げており、ほぼ全ての工
事で契約金額の４割を前払金として支払っ
ています。工事費の支払いについては、前
払金のほか部分払いを活用するなど、今後
とも適正な運用に努めていきます。
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級
と
３
級
の
建
設
業

経
理
事
務
士
特
別
研
修

建
設
Ｄ
Ｘ
　

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

業務デジタル化で講習会

合
同
新
入
社
員
研
修


人
が
参
加

孤
立
さ
せ
な
い

３団体合同
イ ベ ン ト

同業他社ともつなぐ「同期の輪」

若
手
社
員
研
修

育
て
次
世
代

リ

ダ


要
　
望
　
書
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建
設
業
振
興
基
金
は

都

中
建
会
員
企
業
を
対
象
に


４
月

５
月
に
﹁
４
級

３

級
の
建
設
業
経
理
事
務
士
特

別
研
修
﹂
を
開
き

参
加
者

全
員
が
合
格
し
た

４
級
は

２
日
間

３
級
は
３
日
間
の

日
程
で
講
習
受
講
後
の
最
終

日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
検
定
試
験

を
受
け
た


　
都
中
建
は
﹁
中
小
建
設
会
社
の
た

め
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用︵
基
礎
講
座
︶﹂

を
３
月

日
に
開
い
た


　
急
務
と
言
わ
れ
る
建
設
Ｄ
Ｘ
︵
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
︶
の
一
つ
と
し
て
﹁
生
成
Ａ
Ｉ
を

ど
う
活
か
せ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
﹂
﹁
セ
キ

リ
テ


が
心
配
﹂

な
ど
の
声
を
踏
ま
え

生
成
Ａ
Ｉ
の

基
本
知
識
か
ら
実
践
例

導
入
時
に

避
け
て
通
れ
な
い
リ
ス
ク
対
策
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た


　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

と
東
京
建
設
工
業
協
同
組

合

下
水
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
同
組
合
の
３
団
体
は
新
入

社
員
研
修
を

４
月
８
日
か

ら

日
ま
で
開
催


月
２

日
に
は
フ

ロ

ア

プ
研

修
も
開
く

同
業
他
社
の
新

入
社
員
が
机
を
並
べ
て
研
修

を
受
け
る
こ
と
で


業
界

内
同
期

と
し
て
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
で
人
材
定

着
の
効
果
も
期
待
で
き
る


　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
令
和
８
年
２
月

東
京
都

建
設
局
に
６
項
目
の
要
望
書

を
提
出
し
た


１
　
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

　
①
運
用
方
法
の
統
一

　
②
決
裁
の
迅
速
化

　
③
紙
と
の
二
重
提
出
の
禁

止

　
④
書
類
差
し
戻
し
機
能
の

追
加

　
⑤
メ

ル
等
に
よ
る
決
裁

完
了
通
知
の
送
付

２
　
検
査
書
類
削
減
・
簡
素

化
に
つ
い
て

３
　
１
日
の
施
工
サ
イ
ク
ル

の
見
直
し
と
東
京
都
独

自
の
代
価
作
成
に
つ
い

て

　
・
作
業
可
能
時
間
と
の
乖

離
︵
移
動
時
間

前
後

準
備
等
の
考
慮
不
足
︶

　
・
専
門
工
事
会
社
の
労
働

時
間
短
縮
の
実
態
反
映

不
足

　
・
作
業
代
価
設
定
の
不
整

合
︵
例

作
業
員

建

設
機
械
の
積
載
量
︶

　
・
道
路
使
用
許
可
に
お
け

る
時
間

　
・
規
制
距
離
制
限
の
影
響

４
　
三
者
会
議
・
ワ
ン
デ


レ
ス
ポ
ン
ス
・
ウ



ク
リ

ス
タ
ン
ス
の
実

施
状
況
に
つ
い
て

５
　
検
査
に
要
す
る
資
料
作

成
期
間
に
つ
い
て

　
ア
　
制
度
の
周
知
徹
底
と

積
極
的
な
活
用

　
イ
　
請
求
時
期
の
見
直
し

　
ウ
　
工
期
延
長
に
伴
う
増

加
費
用

６
　
発
注
割
合
に
つ
い
て

　
３
団
体
は

成
長
実
感
や

モ
チ
ベ

シ

ン
回
復
に
よ

る
人
材
定
着
を
目
的
に


﹁
三
団
体
合
同
・
リ

ダ


シ

プ
研
修
﹂
を
６
月

日

に
開
い
た

対
象
は

入
社

４
年
か
ら
６
年
目
程
度
の
若

手
社
員

若
手
リ

ダ

シ


プ
研
修
及
び
キ

リ
ア
ビ

ジ

ン
研
修
と
し
て

リ


ダ

に
求
め
ら
れ
る
▽
役
割

と
視
点
▽
後
輩
指
導
・
対
応

ス
キ
ル
│
│
な
ど
を
学
ん

だ


　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

と
建
設
マ
ニ
フ

ス
ト
販
売
セ
ン
タ

は
６
月

日


﹁
令
和
８
年
度
建
設
廃
棄
物

の
適
正
処
理
に
係
る
講
習

会
﹂
を
開
い
た


　
共
催
は

建
設
六
団
体
副

産
物
対
策
協
議
会

土
木
Ｃ

Ｐ
Ｄ
Ｓ

建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定

講
習

建
設
廃
棄
物
の
適
正

処
理
推
進

廃
棄
物
処
理
法

に
基
づ
く
マ
ニ
フ

ス
ト
制

度
の
正
し
い
理
解
促
進
が
目

的

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